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86. 0 9.1 
7.4 Hi. 6 
6. 4 75. 0 





























年慢 3% 4~合 69合 .10% 
A BABA  BAB  A 
1 98 9. 8 96. 0 ヲ.6 94. 0 9. 4 9. 10 9. 1 86. 0 
2 9.6 19.6 9.2 18.4 8.9 17.8 8.3 16.6 7.4 
3 9. 4 94. 0 8. 9 89. 0 8. 4 84. 0 7. 5 75. 0 6. 4 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































… f「ドー l十II-' 
~I 
v 
（
N）
 
右
の
式
か
ら
ぞ「
京ア
I 
~ 
vコ
／｛＼ 
t 」J
~ 
I 
CJ! Uコ
ハ｜∞
（ー「）
］
「
十
み
（ 
立均
） 
が
え
ら
れ
る
。
資
本
予
算
の
基
本
問
題
五
資
本
予
算
の
基
本
問
題
一六
と
こ
ろ
で
、
資
本
回
収
期
聞
は
h
＼
’
切
で
あ
る
が
い
ま
、
資
本
回
収
期
間
の
逆
数
が
個
々
の
投
資
計
画
の
お
お
よ
そ
の
収
益
率
そ
示
す
も
の
と
芝す
tl れ
！？ま
ハ｜句、
そ
の
収
益てか
ヰ主
kP 
は
，酬‘
ぜ主
ハ
5）
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
等
式
閣
と
ωと
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
長
期
投
資
計
画
の
真
の
収
益
率
は
、
資
本
回
収
期
間
の
逆
数
か
ら
、
そ
れ
に
乗
数
口
＼
戸
十
恥
）
〕
訟
を
か
け
て
え
ら
れ
る
率
を
差
引
い
た
も
の
に
等
し
い
。
し
か
も
、
設
備
の
使
用
期
聞
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
口
＼
（
同
十
み
）
〕
芯
は
ゼ
ロ
に
近
づ
く
か
ら
、
ゴ
ー
ド
ン
教
授
に
よ
れ
ば
、
予
想
使
用
期
聞
が
そ
の
資
本
回
収
期
間
の
一
・
五
倍
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
資
本
回
収
期
間
の
逆
数
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
正
確
な
収
益
率
を
測
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
資
本
の
回
収
期
間
の
短
い
も
の
ほ
ど
そ
の
逆
数
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
収
益
率
は
高
く
、
し
た
が
ヮ
て
ま
た
、
資
本
回
収
期
間
法
に
よ
る
場
合
も
、
現
金
割
引
率
法
に
よ
る
場
合
も
、
投
資
計
画
の
選
択
の
結
果
に
つ
い
て
は
大
差
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
将
来
の
年
々
の
収
益
が
同
一
で
あ
る
と
の
前
提
の
も
と
で
成
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
と
（
7）
 
れ
に
つ
い
て
は
当
然
に
異
議
の
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
個
々
の
長
期
投
資
計
画
に
帰
属
す
る
将
来
の
収
益
予
想
の
不
確
実
性
と
困
難
性
と
を
認
め
る
か
ぎ
り
、
両
方
式
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
投
資
選
択
の
結
果
は
、
極
め
て
近
似
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
理
論
的
に
正
し
い
も
の
と
主
張
さ
れ
て
い
る
現
金
割
引
法
は
、
そ
れ
が
要
求
す
る
精
密
な
将
来
の
収
益
予
測
に
要
す
る
多
額
の
費
用
の
た
め
に
、
個
々
の
企
業
に
と
っ
て
は
却
っ
て
金
の
か
か
る
不
合
理
な
方
式
と
見
倣
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
イ
シ
デ
ィ
ア
ナ
大
学
経
営
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
九
年
に
支
出
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
設
備
投
資
総
額
、
一
ニ
三
C
億
ド
ル
の
う
ち
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
と
い
わ
れ
る
大
企
業
四
入
社
が
投
資
選
択
の
基
準
と
し
て
と
っ
た
方
式
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
Q
す
な
わ
ち
、
緊
急
性
（
ロ
R
Sえ
奇
）
あ
る
い
は
猶
予
牲
ハ
吉
田
G
Sち
E
q）
方
式
に
よ
る
も
の
四
社
、
資
本
回
収
期
間
方
式
二
ニ
社
、
単
純
収
益
率
方
式
二
四
社
、
時
間
調
整
収
益
率
方
式
五
社
、
新
マ
ピ
方
式
二
社
で
あ
り
、
一
般
に
理
論
的
に
妥
当
な
方
式
と
さ
れ
て
い
る
最
後
の
二
方
式
は
僅
か
に
一
五
パ
1
セ
シ
ト
を
占
め
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
し
て
、
各
企
業
の
経
営
者
と
の
イ
ン
タ
ー
ピ
ュ
l
の
結
果
明
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
第
一
に
、
現
金
割
引
法
の
要
求
す
る
収
益
予
測
を
設
備
の
全
使
用
期
間
に
一
日
一
つ
そ
の
精
密
な
収
益
予
測
に
要
す
る
（
8
〉
多
額
の
費
用
を
償
う
に
足
る
も
の
で
は
な
い
と
の
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
の
方
式
が
採
用
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
て
正
確
に
行
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
第
二
に
、
こ
の
方
式
の
採
用
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
成
果
が
、
（4
）
冨
可
一
司
D
口一『・の
O
同門。
p
z吋
V
O
H
M
同一吉岡片岡
M
巾
ユ
ロ
弘
田
口
乱
岳
町
河
田
仲
ゆ
え
】
M
g
E汁
J
↓
rm
旬。ロコ岡山之
O
円
切
口
白
ロ
向
田
p
c
nさげ四円
E
日日（開・
ω0・
－OB
o
p－
o
p
－
cu－円山了間】円
y
怠
1
日明）
（5
）
例
え
ば
、
投
資
計
画
の
凹
収
期
間
を
五
年
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
設
備
の
収
益
率
は
一
ゴ
U
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
仮
り
に
一
一
一
年
の
場
合
に
は
三
コ
了
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
勿
論
、
厳
密
に
と
れ
が
当
て
は
ま
る
の
は
、
年
々
同
額
の
収
益
が
継
続
し
て
獲
得
さ
れ
る
と
い
う
場
合
で
あ
り
、
使
用
期
聞
が
ご
く
短
い
場
合
に
は
、
一
定
の
誤
差
が
生
ず
る
こ
と
は
、
木
文
の
説
明
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
（
6
）
冨
－
H
・の
o
a
o
p
。也・円山門
Z
匂・閉山・
（7
）
2
・・同・司・
4
司
g
g
p
s・円
F
E
u－『・
（
8
）
U
D
ロ
山
戸
匂
－
H
出
21同
p
t↓何回開問円
C
P
。
同
区
内
向
〈
間
宮
山
門
ち
口
O
］
向
。
恒
三
門
向
日
開
問
円
V
巾口品目立民
0
・J
、吋
H
H
。一『
D
C
H
口
回
目
。
同
切
口
白
ロ
巾
曲
目
・
一
「
向
田
区
白
円
山
、
g
s
w
H
凶
H
Y
A
F
U
l
m
H
・
な
お
、
現
金
割
引
法
が
一
般
に
余
り
利
用
さ
れ
な
い
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
イ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
教
授
は
、
こ
の
方
式
の
発
展
が
比
較
的
最
近
の
事
情
に
属
す
る
た
め
に
、
経
営
者
の
各
層
に
お
い
い
て
こ
の
考
え
方
が
理
解
さ
れ
ず
、
ま
た
、
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
や
教
育
に
も
欠
け
て
い
る
こ
と
そ
あ
げ
て
い
る
。
さ
て
、
以
上
の
考
案
。
結
果
、
現
金
剖
引
法
は
、
そ
の
適
用
上
の
欠
晴
と
し
て
、
個
々
の
設
備
投
資
計
画
に
帰
時
す
る
収
益
の
予
測
の
不
確
実
性
と
困
難
住
と
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
分
折
方
法
が
有
効
な
投
資
価
値
測
定
の
基
準
た
資
木
予
算
の
茎
本
問
題
七
資
本
予
算
の
基
本
問
題
JI、
り
う
る
か
否
か
は
、
こ
の
不
確
実
性
と
困
難
性
と
を
克
服
す
る
方
法
を
発
展
さ
せ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
分
折
体
系
の
な
か
に
こ
れ
ら
の
不
確
実
性
や
困
難
性
に
対
す
る
考
慮
を
正
し
く
織
り
込
み
う
る
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
と
の
問
題
を
自
覚
的
に
と
り
あ
げ
、
現
金
割
引
法
の
内
包
す
る
以
上
の
よ
う
な
欠
陥
を
克
服
す
る
こ
と
を
そ
の
主
眼
の
一
っ
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
が
、
G
・
タ
ー
ボ
l
氏
の
一
ボ
し
た
相
対
的
収
益
率
（
耳
目
巳
弓
o
E
Z
O同
Z
Z
B）
も
し
く
は
緊
急
度
率
（ロ片側一
8
0可
円
三
宮
阻
む
と
よ
ば
れ
る
新
M
A
P
－
方
式
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
節
を
あ
ら
だ
め
て
と
れ
そ
検
討
し
よ
う
。
〈9
〉
同
・
〈
・
同
c
t開
門
Z
・
0
℃－
nM昨・入
H
W
・ω
c
－DE
C
P
巾
門
戸
－
u－
N
O
G
－
（
叩
）
タ
ー
ボ
1
氏
が
、
さ
き
に
、
「
ア
ド
ヴ
ァ
1
ス
・
之
ニ
マ
ム
」
〈
白
色
4
男
児
富
山
口
同
g
z
g）
の
概
念
を
媒
介
と
し
て
設
備
更
新
機
会
に
関
す
る
方
式
を
示
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
「
設
備
更
新
の
経
済
計
算
」
の
方
式
が
旧
M
A
P
－
方
式
と
よ
ば
れ
る
の
に
対
し
、
「
ア
I
ジ
エ
ン
シ
イ
・
レ
1
テ
ン
グ
」
の
概
念
を
媒
介
と
し
た
「
設
備
投
資
の
経
済
計
算
」
の
方
式
が
新
M
A
P
－
方
式
と
よ
ば
れ
る
。
四
新
M
A
P
－
方
式
の
特
徴
と
限
界
タ
ー
ボ
l
氏
の
提
案
し
た
新
M
A
P
－
方
式
は
、
個
々
の
投
資
計
画
の
価
値
測
定
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
順
位
付
を
個
々
の
投
資
計
固
に
帰
属
す
る
絶
対
的
な
収
益
の
流
れ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
個
々
の
設
備
の
最
少
の
相
対
的
収
益
を
も
っ
て
そ
の
基
準
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
場
合
、
タ
ー
ボ
l
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
投
資
計
画
の
最
少
の
相
対
的
収
益
率
は
、
設
備
計
画
を
実
施
す
る
場
合
に
そ
の
つ
ぎ
の
一
年
間
に
も
た
ち
さ
れ
る
相
批
的
収
益
と
純
投
資
額
と
の
比
率
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
A
H
次
年
度
の
稼
働
収
益
（
。
U
2白
仲
間
ロ
問
山
内
同
司
自
Z
m
o）、
C
H
計
画
実
施
に
よ
っ
て
次
年
度
に
避
け
ら
れ
る
既
存
設
備
上
の
資
本
消
費
額
、
C
H
計
画
実
施
に
よ
っ
て
次
年
度
に
惹
起
さ
れ
る
資
本
損
耗
額、
T
H
次
年
度
の
法
人
税
調
整
額
と
す
れ
ば
、
相
対
的
収
益
率
は
つ
ぎ
の
ど
と
く
し
て
求
め
ら
れ
る
。
れ
て
い
る
。
い
ま
、
R
H
次
年
度
の
相
対
的
収
益
率
、
－
H
純
投
資
額
、
j
〉
＋
ハ
リ
l
ゎ、
1
1門
h
M
 
右
の
式
の
右
辺
に
お
け
る
（
〉
十
わ
）
が
伎
の
い
わ
ゆ
る
相
対
的
収
益
で
あ
り
、
U
は
い
わ
ゆ
る
減
価
償
却
額
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
差
当
り
と
れ
ら
の
概
念
の
意
味
す
る
内
容
を
問
題
外
と
す
れ
ば
、
そ
の
計
官
方
式
は
、
形
式
的
ピ
は
平
均
収
益
率
方
式
と
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
対
的
収
益
や
資
本
損
耗
の
概
念
は
、
平
均
収
提
率
法
の
そ
れ
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
基
本
的
に
は
現
金
割
引
法
の
考
え
方
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
新
M
A
P
－
万
式
で
段
、
何
故
、
一
見
現
金
割
引
法
の
計
算
方
式
に
逆
行
す
る
よ
う
に
み
え
る
「
次
年
度
の
相
対
的
収
益
」
に
計
算
を
限
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
1
）
 
。・、『
n
H
r
G
H
m
y
c
－u・
nM
了
目
当
－
sis－
右
の
設
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
タ
ー
ポ
l
氏
の
い
わ
ゆ
る
絶
対
的
収
益
と
相
対
的
収
益
の
概
念
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
」
F
h
ノ
。
絶
対
的
収
益
と
は
「
あ
る
投
資
計
画
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
タ
ー
ボ
l
氏
に
よ
れ
ば
、
個
々
の
投
資
計
画
か
ら
期
待
さ
れ
る
収
益
に
は
、
絶
対
的
収
益
と
相
対
的
収
益
の
二
つ
の
収
益
が
あ
る
。
（
2
）
 
そ
の
扶
業
費
官
官
Z片
山
口
m
n
2
3
を
こ
え
る
収
入
の
趨
過
額
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
個
々
の
投
資
計
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
只
一
つ
の
収
益
が
計
算
さ
れ
る
が
、
タ
ー
ボ
1
氏
に
よ
れ
ば
、
絶
対
的
収
益
は
企
業
を
全
体
と
し
て
み
て
は
じ
め
て
把
握
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
ぞ
れ
を
個
々
の
投
資
計
画
の
貢
献
度
合
に
応
じ
て
帰
属
計
算
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
困
難
と
不
確
実
と
左
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
選
択
の
基
準
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
）
こ
の
絶
対
的
収
益
（
率
）
を
も
っ
て
投
資
計
画
の
評
価
と
相
対
的
収
益
と
は
「
一
定
期
間
、
計
画
を
実
施
し
た
場
合
と
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
と
に
生
ず
る
収
益
上
の
差
額
」
で
あ
り
、
絶
対
的
資
本
予
掌
の
基
本
間
庖
ゴL
資
本
予
算
の
基
本
問
題
。
収
益
に
か
え
て
投
資
価
値
測
定
の
要
因
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
相
対
的
収
益
は
、
投
資
計
画
の
実
施
の
時
期
の
繰
延
期
間
の
如
何
に
応
じ
て
、
ま
た
、
新
投
資
の
使
用
期
間
の
全
部
に
つ
い
て
計
算
す
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
一
部
に
つ
い
て
計
算
す
る
か
に
よ
っ
て
具
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
投
資
計
画
の
評
価
と
選
択
に
当
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
相
対
的
収
益
（
率
）
を
規
定
要
因
と
す
る
か
の
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
新
M
A
P
－
方
式
が
、
次
年
度
の
相
対
的
収
益
（
率
）
に
そ
の
計
算
を
限
定
し
た
の
は
こ
れ
に
関
連
し
た
事
柄
な
の
で
あ
る
。
（
2
〉
と
こ
で
操
業
費
と
い
う
の
は
、
減
価
償
却
貨
と
利
子
を
の
ぞ
い
た
経
常
的
支
出
を
伴
う
費
用
で
あ
る
。
ー
ー
の
・
吋
R
V
O吋
m
v・
3
・
n
F
－匂・
8
向
。
。
門
ロ
色
丹
巾
］
「
（
3
）
F
E－
H
｝℃・
8
2
a
日
H
I
E－
（
4
）
H
t日
仏
Z
同
y
u由・
と
こ
ろ
で
、
タ
ー
ボ
i
氏
は
、
投
資
価
値
分
折
の
基
準
た
る
べ
き
相
対
的
収
益
率
の
概
念
の
展
開
に
当
っ
て
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
仮
定
、
す
な
わ
ち
、
ω投
資
計
画
と
現
存
設
備
と
の
差
は
単
に
操
業
費
の
み
に
お
い
て
生
じ
、
収
入
の
面
で
ほ
生
じ
な
い
、
間
投
資
計
画
、
と
現
存
設
備
の
操
業
費
は
年
々
と
も
に
同
じ
割
合
で
増
大
す
る
、
閣
投
資
計
画
の
収
入
と
操
業
費
の
流
れ
は
、
当
該
計
画
の
繰
延
期
間
の
如
何
に
か
か
わ
ら
、
ず
変
化
し
な
い
、
と
の
仮
定
の
も
と
に
、
っ
、
ぎ
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
投
資
計
画
の
相
対
的
収
益
は
年
々
同
一
一
一
組
で
経
過
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
当
該
計
画
の
実
施
を
繰
延
べ
れ
ば
繰
延
べ
る
ほ
ど
、
現
存
設
備
の
も
と
で
年
（
5〉
こ
れ
で
あ
る
。
と
い
々
…
増
大
し
て
ゆ
く
繰
業
費
や
競
争
力
の
低
下
の
作
用
に
よ
っ
て
、
相
対
的
収
益
率
は
増
大
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
、
う
の
は
相
対
的
収
益
は
、
絶
対
的
収
益
と
当
該
投
資
計
画
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
化
生
ず
る
収
益
の
減
少
も
し
く
は
損
失
の
増
大
の
こ
つ
の
構
成
部
分
か
ら
成
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
タ
ー
ボ
1
氏
に
よ
れ
ば
、
相
対
的
収
益
率
を
も
っ
て
投
資
選
択
の
基
準
と
す
る
場
合
に
、
新
投
資
計
画
の
使
用
期
間
に
お
け
る
相
対
的
収
益
を
全
部
的
に
計
算
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
相
対
的
収
益
の
全
部
的
計
算
で
は
、
新
投
資
計
四
の
使
用
期
間
中
、
現
在
の
設
備
も
ま
た
す
べ
て
そ
の
使
用
期
間
が
継
続
す
る
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
現
存
設
備
の
使
用
期
間
は
そ
の
絶
対
的
収
益
が
な
く
な
る
ま
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
対
的
収
益
は
そ
の
期
間
以
上
に
わ
た
っ
て
も
な
お
依
然
と
し
て
同
一
額
で
経
過
す
る
も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
乙
で
、
相
対
的
収
益
率
を
基
準
と
す
る
場
九
日
に
は
、
新
投
資
計
画
の
使
用
期
間
に
お
け
る
相
対
的
収
益
の
部
分
計
算
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
き
さ
に
一
一
一
一
U
触
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
投
資
計
画
の
相
対
的
収
益
は
、
当
該
計
画
の
実
施
に
よ
る
絶
対
的
収
益
と
回
避
し
う
べ
き
収
益
の
減
少
額
も
し
く
は
揖
失
の
増
大
額
と
の
和
で
あ
る
か
ら
投
資
計
画
の
実
施
が
早
け
れ
ば
早
い
程
、
回
避
し
う
べ
き
揖
欠
は
小
と
な
り
、
相
対
的
収
益
も
ま
た
小
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
タ
ー
ボ
l
氏
に
よ
れ
ば
、
投
資
分
析
の
場
合
に
重
要
な
の
は
、
い
つ
い
か
な
る
時
期
け
い
新
投
資
を
行
え
ば
、
企
業
全
体
と
し
て
こ
の
凪
避
し
う
べ
き
損
失
を
最
少
な
ら
し
め
る
か
と
い
う
と
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
相
対
的
収
益
率
方
式
に
お
い
て
は
、
個
々
の
投
資
計
百
に
つ
い
て
そ
の
最
低
の
も
の
が
投
資
選
択
上
の
基
準
王
さ
れ
ろ
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
が
原
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
則
と
し
て
「
つ
ぎ
の
一
年
間
」
の
相
対
的
収
益
と
な
る
こ
と
は
（5
）
こ
の
相
対
的
収
益
率
の
動
向
に
か
ん
す
る
タ
ー
ボ
l
氏
の
結
論
在
ヨ
リ
明
憾
に
す
る
た
め
に
、
彼
の
用
い
た
設
例
に
従
っ
て
具
体
酌
に
み
れ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
｜
｜
j
門戸・。・、
H
，2
U
C
門間
F
W
C
匂・内山叶切回以】・
£
1件三一
ζ
ヱ
巾
回
忌
・
0
3円M
m
H
H司
Z
H，HH
間
足
〉
句
何
回
】
門
岡
市
ロ
nu『
河
白
色
ロ
岡
田
由
mwHH
H
ロ〈叩
m
w
C
出
巾
口
昨
河
戸
口
町
山
口
四
円
U
門戸同
mwH山
D
D
W
叫，
vn
』
C
E
H
－ロ
E
－C］
九
回
口
氏
ロ
め
日
目
・
。
口
汁
C
C
2
1
H川
）
岱
（
〕
噌
日
｝
ω
N
U
』一・
ま
ず
、
投
資
計
画
の
経
済
的
使
用
期
間
（
2
0
5
5片
足
。
）
を
十
年
と
し
、
現
存
設
備
の
ま
ま
℃
の
収
入
の
流
れ
（
v
h
）
も
、
投
資
計
画
実
施
後
の
収
入
の
は
れ
（
T
）
も
、
と
も
に
、
年
々
五
万
ド
ル
と
す
る
。
ま
た
操
業
費
は
、
現
存
設
併
の
一
年
目
の
そ
れ
は
（
G
〉
五
万
ド
ル
、
投
資
計
画
案
3
 
施
後
の
そ
れ
は
（
C
）
四
万
ド
ル
で
、
と
も
に
年
々
一
千
ド
ル
ず
つ
増
大
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
n
H
H
朝
日
（
）
w
q
c
c
h
h
M
H
f印
H
W
O
O
D
山内
ωけ
U
笹
山
h一一w
q
o
c
h
－－：：山
C
H
O
H
普
印
F
C
C
－
州、
H
H
朝
日
申
込
（
）
C
一
吋
M
H
4明
日
p
c
c
c
h
刷、日
H
事
日
0
・2
0
一
：
：
：
一
吋
E
H
品
中
日
cw
－s
資
本
予
算
の
基
木
問
題
資
本
予
算
の
基
本
問
題
。、
H
H
朝品
0
・0
c
c
u
。、
N
H
輔品
H
・（）
c
a
u
h
、ω
日
朝
hMY
－
－
｛
｝
一
：
：
：
一
。
、
E
H
暢品
myo
－
刷、
H
H
輔問
D
u
c－
h
州、回
H
朝日
0
・00
（｝
U
剛、、印日輔印（
y
q
c
o
u
－－－－－－一吋、
Z
H
鵠
m
o－－宰
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
存
設
備
下
の
年
々
の
収
益
（
ι）
と
、
投
資
計
画
実
施
後
の
年
々
の
収
益
（
ピ
）
は
同町
H
H
C
U
町
N
H
1
明
f
o－
u
h円ω
日
l
朝日
woo－
山
・
：
：
・
U
N吋
E
H
l
胡
p
c
g
旬、
H
U
Z
W
E・g
－
一
町
、
M
H
朝夕
C
C
D
U
旬
、
白
日
朝
∞
woo－
一
・
：
・
：
u
N円、
H
C
H
輔
ゲ
｛
）
宰
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
現
在
、
投
資
計
画
そ
実
施
す
れ
ば
、
そ
の
午
々
の
相
対
的
収
誌
の
流
れ
（
d
U
）
は
、
問、
H
H
司、拍
H
令、曲
H
i
－
H
U
問、
Z
H
鶴岡｛）・
ccc
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
さ
き
の
仮
定
に
よ
っ
て
、
設
備
計
画
を
い
っ
実
施
す
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
に
よ
る
新
し
い
費
用
の
流
れ
は
同
一
に
経
過
し
（
す
な
わ
ち
、
品
明
品
WCCC
一
帯
含
－
g
o
u
－
：
U
4
Z
P
9
C
C）
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
収
益
の
流
れ
も
同
一
に
経
過
す
る
（
す
な
わ
ち
、
品
切
E
U
9
8
 
cc
一朝
p
o
c
o
u
－
：
u
胡
r
g
c）
か
ら
、
二
年
目
に
計
画
が
実
施
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
対
的
収
益
（
J
f
）
は
他
、
）
回
目
、
、
同
日
、
J
W
H
・：：：：・：
H
K
、E
H
萌ロ・
0
c
c
唱
ム
内
4
唱
A
と
な
る
。
何
故
な
ら
、
J
e
は
現
存
設
備
下
の
二
年
目
の
収
益
E
（
l
頓ゲ
CC岳
）
と
投
資
計
画
実
施
の
第
一
年
目
の
収
益
r
（
雪
岳
地
｛
5
0）
と
の
差
で
あ
。
h
銅
，
、
，
’
り
、
同
様
に
し
て
、
J
E
は
E
叫と
E
と
の
差
と
い
う
よ
う
に
、
以
下
求
め
ら
れ
る
。
市
し
て
、
三
年
目
ま
で
操
延
べ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
相
対
的
収
益
附
e
 
は
一
万
二
千
ド
ル
と
な
り
、
以
下
一
年
ず
つ
繰
延
べ
ら
れ
る
ご
と
に
一
千
ド
ル
ず
つ
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
い
ま
、
投
資
計
画
の
コ
ス
ト
が
三
入
、
五
五
四
ド
ル
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
該
計
画
を
実
施
す
る
時
期
に
対
応
す
る
相
対
的
収
益
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
つ
ぎ
の
等
式
含
満
足
せ
し
め
る
ハ
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
o
V
に
付
せ
ら
れ
た
数
字
が
そ
れ
ぞ
れ
、
投
資
計
画
の
実
施
の
時
期
を
示
す
と
す
れ
ば
、
恥、。日
M
M
・日没
I
H
－
－
－
S
E
．g
－
E
・
g
－
8
・白日仏
i
ー
ー
十
i
！
＋
・
：
：
：
・
：
：
十
l
i
l
i－－
i
‘
（
H
十
。
、
。
）
（
H
＋
で
。
）
回
（
同
十
、
。
〉
］
E
－
HH
．0
0
C
H
ゲ（）
C
C
H
H
W
G
C
C
ω∞・
8
h
F
I
l
l－
－
＋
1
1
1
十
：
：
：
：
：
：
十
i
l
l－－－
、
（
H！
ナ
ミ
H）
（
H
＋
o
J
）
凶
（
H
＋
弘
、
じ
E
］了
N
O
O
H
M
－
－
（
）
（
｝
－
Huw・0
9
0
ω∞・印忠
H
i
l
l－
－
＋
1
1
1
1
1
＋－
j
i－
・十
1
1
1
1
1
i
l
‘
（
同
＋
で
目
）
（
H
＋
恥
、
目
）
国
司
（
H
＋で同）］
E
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
計
画
実
施
の
時
期
が
繰
延
べ
ち
れ
る
に
対
応
し
て
相
対
的
収
益
率
は
増
大
す
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
絶
対
的
収
益
率
、
い
わ
ゆ
る
内
部
収
益
率
は
、
つ
ぎ
の
等
式
を
満
足
せ
し
め
る
－
t
一
O
%で
あ
る
。
恥、
H
H
M印・君臨
恥、阻
H
M
∞・廷か
（
6
）
 
－
H
0
・2
0
由
W
O
E
－
H
・c
c
c
ω∞
・
日
日
品
i
1
＋
＋
・
j
i－
－
・
＋
ー
ー
（
］
｛
寸
前
）
（
】
＋
O
N
〈
H
i土
）
回
。
い
ま
企
業
が
現
存
め
設
備
か
ら
年
々
れ
の
収
入
の
涜
れ
と
、
仏
の
費
用
の
涜
れ
と
を
期
待
し
う
る
と
す
れ
ば
、
年
々
の
収
益
品
は
、
同町
H
H
吋
H
l
n
r
N
円回日刷、目。
l
h
F
ミ円・
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
投
資
計
函
が
採
用
さ
れ
た
場
合
の
右
の
諸
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
T
、
C
、
FU
で
示
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
旬、同日州、岡、！
i
n
J
W
同町、回日刷、、
N
l
n
u
J
・司町内・
と
な
る
。
そ
こ
で
、
相
対
的
収
益
め
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
魚河、
H
H
N
円、
H
！
同
了
。
、
N
H
旬
、
日
｜
同
町
ヂ
ミ
h
・
8
 
こ
の
場
合
、
投
資
計
画
を
採
用
す
お
こ
と
に
工
つ
亡
生
じ
た
収
益
g
は
い
う
ま
で
も
な
く
絶
対
的
収
益
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
相
対
的
収
誌
は
当
該
計
画
の
絶
対
的
収
益
と
現
存
設
備
の
絶
対
的
収
益
も
し
く
は
損
失
と
の
二
つ
の
構
成
部
分
か
ら
成
る
。
（
7
）
、
（
8
）
の
・
、
吋
叩
吋
σD司
ぬ
y
o同Y
円山門－
w
毘
y
m
ω
i印、吋・
さ
て
、
や
や
詳
細
に
豆
り
す
ぎ
た
嫌
が
あ
る
が
、
以
上
が
新
M
A
P
－
方
式
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
相
対
的
収
益
率
に
関
す
る
右
の
規
定
が
、
一
見
、
極
め
て
特
殊
的
か
つ
単
純
化
さ
れ
た
仮
定
の
も
と
ヒ
展
開
さ
れ
て
い
る
と
と
は
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
の
規
定
が
、
一
般
的
投
資
分
析
と
い
う
よ
り
は
、
さ
き
に
示
し
た
三
つ
の
仮
定
の
う
ち
、
ω・
ωか
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
対
的
収
益
率
に
か
ん
す
る
右
ペ
9
）
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
更
新
授
資
分
析
に
即
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
た
、
仮
定
の
ωと
閣
が
生
産
力
水
準
の
上
昇
を
無
視
し
た
、
極
め
て
静
態
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
右
の
仮
定
か
ら
し
て
も
、
ま
た
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
た
、
投
資
管
理
に
お
い
て
は
「
企
業
の
回
避
し
う
べ
き
損
失
を
最
少
な
ら
し
め
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
で
も
、
タ
ー
ボ
l
氏
が
更
新
投
資
分
析
を
強
く
意
識
し
て
い
た
よ
う
資
本
予
算
の
基
本
問
題
資
本
予
算
の
基
本
問
題
四
む
し
ろ
つ
ぎ
の
点
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
1
ボ
l
氏
が
「
企
業
の
利
潤
は
競
争
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
こ
と
を
認
識
し
、
投
資
分
析
に
お
い
て
は
、
新
投
資
そ
の
も
の
予
想
収
益
よ
り
も
、
そ
れ
に
よ
る
企
業
の
商
品
コ
ス
ト
の
低
下
と
競
争
力
の
維
持
、
発
展
を
通
し
て
、
現
存
設
備
を
も
含
め
た
企
業
全
体
と
し
て
の
利
益
を
い
か
に
高
め
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
結
果
が
、
最
少
の
相
対
的
収
益
率
計
算
と
い
う
構
想
に
な
っ
て
表
わ
れ
た
に
み
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
私
に
は
、
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
相
対
的
収
益
率
計
算
の
構
想
は
、
企
業
の
投
資
活
動
が
企
業
相
互
間
の
激
し
い
競
争
の
な
か
で
行
わ
れ
て
い
る
現
実
的
関
連
を
そ
の
投
資
管
理
の
方
式
の
な
か
に
い
か
に
組
み
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
一
部
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
M
A
P
－
方
式
は
、
い
わ
ば
産
業
資
本
の
論
理
を
ふ
ま
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
次
節
で
触
れ
る
よ
う
に
、
現
金
割
引
法
が
企
業
の
行
う
投
資
と
貨
幣
資
本
家
の
行
う
投
資
と
を
全
く
同
一
視
し
て
、
し、
わ
ば
貸
付
資
本
の
論
理
を
も
っ
て
そ
の
立
論
の
基
礎
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
一
応
の
前
進
的
意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
容
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
既
述
の
よ
う
に
、
タ
ー
ボ
1
氏
の
相
対
的
収
益
率
に
か
ん
す
る
規
定
は
、
極
め
て
単
純
化
さ
れ
た
非
現
実
的
仮
定
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
彼
は
、
か
か
る
仮
定
が
論
理
的
な
操
作
に
お
け
る
単
純
化
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
乙
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
右
の
規
定
が
ど
の
程
度
ま
で
か
か
る
単
純
化
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
右
の
相
対
的
収
益
の
動
向
が
い
か
に
変
化
す
る
か
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
〈ロ〉
う
。
タ
ー
ボ
1
氏
が
こ
の
点
を
不
問
に
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
な
お
問
題
が
残
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
冨
－
Z
・
ロ
ミ
色
白
p
o
H》
・
門
戸
了
間
y
ω
N∞
・
同
8
仲
口
。
g
r
o－
m
u
z白
p
o
u－
n
－T
司
・
ぉ
u
n？
の
・
、
吋
開
門
Z
G
Y
。同
y
n
－Fw
暗
唱
－
E
1
5・
。
・
、
吋
白
H
A
U
O門
間
y
。
同
】
・
円
四
件
・
・
同
】
匂
－
A
凶
品
曲
ロ
色
白
∞
・
同－
U
山
内
け
同
Y
A酔品・
ヨ
リ
現
実
的
な
条
件
に
即
し
て
具
体
化
し
た
場
合
に
、
（
9
）
 
ハ
ω）
（
U
〉
2
 ．
． 
g
－
z．0
4
a
g
u
。
匂
己
H
．．
 
匂－
u
N
由時．
さ
て
、
投
資
計
画
の
選
択
の
基
準
と
し
て
、
次
年
度
の
相
対
的
収
益
率
が
問
題
と
な
る
と
す
れ
ば
、
個
々
の
投
資
計
画
の
一
年
間
に
お
（ロ〉
け
る
資
本
損
耗
額
の
適
切
な
把
握
が
重
要
な
問
題
と
な
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
タ
ー
ボ
1
氏
に
よ
る
と
、
資
本
財
は
、
そ
の
所
有
者
に
将
来
ニ
疋
の
収
益
の
流
れ
を
も
た
ら
す
と
い
う
立
味
で
同
組
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
貯
え
て
お
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
資
本
財
の
価
値
は
、
こ
の
将
来
の
サ
ー
ビ
ス
価
値
の
額
面
で
は
な
く
、
そ
の
現
在
価
値
も
し
く
は
割
引
価
値
に
等
し
い
。
資
本
損
耗
は
、
し
た
が
っ
て
、
（
U
）
 
少
額
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
面
問
題
と
な
っ
て
い
る
次
年
度
の
資
本
損
耗
額
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
計
算
さ
れ
る
。
い
ま
、
資
本
損
耗
一
却
を
D
、
資
本
財
の
供
給
価
格
を
ω、
一
年
後
の
末
使
用
サ
ー
ビ
ス
の
現
在
価
値
を
山
、
年
々
の
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
ま
ず
、
未
使
用
サ
ー
ビ
ス
の
現
在
日
値
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
価
値
が
消
尽
さ
れ
る
に
つ
れ
て
生
ず
る
資
本
価
値
の
減
を
L
、
割
引
率
を
i
と
す
れ
ば
、
N
G
N
3
N
お
い
d
N
ヤ
ハU
〈回，
I
P
－
－
斗
｜
｜
川
M
I
T
i
－
－
：
：
：
・
：
・
十
l
l！
1
1－
－
寸
J
I
l－
－
ぉ
j
i
l
l
－
Q
＋
D
Q
十
日
）
（
］
十
日
）
S
L
I
F
C十
日
）
T
H
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
資
本
損
耗
額
は
、
7
2
1
P
H
P
i
 
で
あ
る
。
右
の
等
式
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
新
M
A
P
－
方
式
で
は
、
資
本
財
の
価
値
な
ら
び
に
資
本
損
耗
に
関
す
る
概
念
が
現
金
割
引
方
式
の
考
え
方
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
が
、
こ
の
場
合
、
資
本
損
耗
の
計
算
に
お
い
て
、
将
来
も
た
ら
さ
れ
る
年
々
の
サ
ー
ビ
ス
価
値
、
す
な
わ
ち
絶
対
的
収
益
の
計
算
が
不
可
欠
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
資
木
予
算
の
基
本
問
題
五
資
本
予
算
の
基
本
問
題
一ムハ
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
タ
ー
ボ
l
氏
は
、
企
業
全
体
と
し
て
は
じ
め
て
計
算
し
う
る
収
益
を
個
々
の
投
資
計
画
に
帰
属
計
算
す
る
こ
と
の
不
確
実
性
と
困
難
性
と
を
確
認
し
て
、
絶
対
的
収
益
率
で
は
な
く
し
て
相
対
的
収
益
率
を
基
準
と
す
べ
き
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
M
A
P
－
方
式
に
お
い
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
資
本
損
耗
の
計
算
に
当
っ
て
は
、
絶
対
的
収
益
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
明
か
に
解
き
難
い
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
、
が
っ
て
、
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
こ
そ
、
新
M
A
P
－
方
式
の
成
否
の
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。
〈
日
）
の
・
叫
，
2
ぎ『同
y
o
u－n
－T
】
u
・
8
一品目立
0
・
M
同g
E
印
片
付
ロ
名
『
巾
門
町
田
氏
。
ロ
句
O
E
門
戸
。
炉
問
円
y
ω
・
な
お
、
タ
ー
ボ
l
氏
の
減
価
償
却
概
念
に
つ
い
て
は
、
中
村
万
次
『
減
価
償
却
政
策
』
第
9
章
、
服
部
俊
治
「
減
価
償
却
に
お
け
る
主
新
機
会
」
『
立
命
館
経
済
μ
ご
第
九
巻
、
第
二
号
参
照
。
（
叫
〉
の
・
↓
2
σ
cお
Y
回出回目ロ巾回目同ロ
2
由片岡阿見出丹羽再）ロ
nMC
〉
匂
句
。
ロ
己
巾
凶
U
U
門
戸
・
豆
－
g
・0
ミ
己
m
p
o
u－n
R
－w
明）・呂町内・
と
こ
ろ
で
、
タ
ー
ボ
l
氏
は
、
こ
の
解
き
が
た
い
矛
盾
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
M
A
P
－
フ
ォ
ミ
コ
ラ
ァ
を
示
し
た
の
ま
ず
第
一
に
、
個
々
の
投
資
計
画
に
帰
属
す
る
絶
対
的
収
益
は
、
他
の
最
良
の
競
争
的
な
代
替
方
法
と
対
（
日
）
比
し
た
場
合
に
そ
の
計
画
が
所
有
者
に
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
収
益
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
第
二
に
、
か
か
る
収
益
は
当
該
計
画
の
年
々
の
（
刊
油
）
陳
腐
化
や
機
能
低
下
に
も
と
申
つ
い
た
一
定
の
パ
タ
ー
ン
を
も
っ
て
、
年
々
低
減
し
て
ゆ
く
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
と
れ
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
の
仮
定
に
よ
っ
て
絶
対
的
収
益
の
測
定
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
タ
ー
ボ
1
氏
は
一
最
良
の
代
替
的
方
法
と
の
対
比
に
よ
る
収
益
」
と
い
う
概
念
を
媒
介
と
し
て
、
新
M
A
P
－
方
式
の
も
つ
矛
盾
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
こ
の
矛
盾
が
克
服
で
き
る
か
は
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
方
法
に
よ
っ
て
、
ず
第
一
に
、
最
長
の
代
替
法
云
々
と
い
う
場
合
、
何
を
も
っ
て
最
良
の
も
の
と
す
る
か
に
当
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
替
法
の
絶
対
的
収
益
が
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
第
二
に
、
投
資
計
同
の
絶
対
的
収
益
が
最
良
の
代
替
法
に
対
比
し
た
場
合
に
そ
の
所
有
者
に
も
た
ら
す
収
益
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
明
か
に
泡
対
的
収
益
で
は
な
く
し
て
、
相
対
的
収
益
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
相
対
的
収
益
率
の
計
算
に
不
可
欠
と
さ
れ
た
資
本
損
耗
額
の
把
握
に
要
求
さ
れ
る
絶
対
的
収
益
の
測
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
か
え
て
相
対
的
収
益
を
も
っ
て
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
甚
だ
奇
妙
な
結
果
に
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
新
M
A
P
－
方
式
は
、
現
金
割
引
法
に
内
在
す
る
帰
属
計
算
の
困
難
性
な
克
服
し
よ
う
と
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
そ
の
努
方
は
結
実
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
主
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
陥
っ
た
原
因
は
、
新
M
A
P
－
方
式
の
も
つ
二
面
性
に
帰
せ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
さ
き
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
新
M
A
P
－
方
式
は
一
方
で
は
、
企
業
の
投
資
が
企
業
相
互
間
の
競
争
と
添
い
関
連
を
有
す
る
こ
と
を
そ
の
な
か
に
織
込
も
う
と
し
て
い
る
反
面
、
他
方
で
は
、
現
金
割
引
法
と
同
じ
く
、
企
業
の
行
う
現
物
資
本
へ
の
投
資
の
評
価
が
貸
付
資
木
家
の
行
う
投
資
の
評
価
と
け
一
の
瓜
則
に
立
脚
す
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
c
（
日
〉
の
・
寸
巾
円
σD叶
m
y
o
u－門戸丹・・旬－
E
∞・
（
凶
）
タ
ー
ボ
l
氏
は
、
資
本
財
の
収
益
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
型
ω
ヤ
ず
れ
か
に
閉
山
し
て
年
々
低
減
し
て
ゆ
く
と
み
な
し
た
っ
そ
し
て
、
最
良
の
代
替
法
と
の
比
較
に
よ
っ
て
絶
対
的
収
益
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
低
減
型
が
こ
の
三
つ
の
型
の
い
い
ず
れ
に
属
す
る
か
が
明
か
と
な
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
年
々
の
収
益
の
流
れ
そ
精
密
に
予
測
す
る
煩
雑
な
方
法
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
み
た
し
て
い
ト
る
。
そ
の
三
つ
の
型
と
は
、
標
準
型
日
予
想
使
用
羽
聞
の
半
ば
ま
で
に
収
益
を
半
減
す
る
タ
イ
プ
A
型
リ
右
と
同
期
間
内
に
、
そ
の
収
益
が
ま
低
減
す
る
タ
イ
プ
B
型
H
同
期
間
内
に
そ
れ
ぷ
2
吉
低
減
ず
る
T
イ。フ
で
あ
る
o
l
i
－
zp・
H
Y
吋
日
時
・
（げ）
2
・
g・
ζ
・
0
円可
P
E
W
S－
n
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也
－
u
u
p
r三
口
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件
。
ミ
・
五
新
方
式
の
非
合
理
性
と
そ
の
性
格
資
本
予
算
の
基
本
問
題
七
資
本
予
算
の
基
本
問
題
二
入
さ
て
、
以
上
の
二
節
の
考
察
か
ら
、
現
金
割
引
方
式
や
新
M
A
P
－
方
式
は
、
個
々
の
投
資
計
画
の
そ
れ
ぞ
れ
に
帰
属
す
る
予
想
収
益
の
計
算
の
困
難
性
と
不
確
実
性
を
内
包
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
適
用
上
に
多
く
の
限
界
を
も
ち
、
実
践
上
有
効
な
手
段
た
り
え
な
い
一
一
闘
を
有
す
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
式
の
も
つ
欠
陥
は
、
単
に
現
実
適
用
上
に
お
い
て
の
み
存
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
立
論
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
投
資
理
論
の
非
現
実
性
と
深
い
関
連
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
方
式
で
は
、
企
業
の
行
う
投
資
は
、
そ
れ
が
将
来
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
年
金
系
列
の
予
想
収
益
を
購
入
す
る
と
と
で
あ
る
と
考
え
て
、
そ
れ
が
も
っ
素
材
的
な
側
面
、
あ
る
い
は
資
本
の
技
術
的
組
成
の
側
面
を
み
す
ご
し
、
企
業
の
投
資
は
、
予
想
収
益
を
資
本
コ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
利
子
率
で
割
引
い
た
現
在
価
値
と
新
投
資
の
供
給
価
格
と
の
比
較
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
投
資
計
画
の
年
金
収
益
率
と
利
子
率
と
の
比
較
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
と
き
に
、
最
も
合
理
的
に
決
定
さ
れ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
企
業
が
現
物
資
本
を
購
入
す
る
場
合
も
、
貨
幣
資
本
家
も
し
く
は
貸
付
資
本
家
が
社
債
や
株
式
を
購
入
す
る
場
合
も
共
に
全
く
同
一
の
評
価
基
準
に
立
脚
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
っ
）
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、
企
業
の
投
資
も
貨
幣
資
本
家
の
投
資
も
全
く
同
一
の
客
観
的
条
件
の
も
と
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
今
夏
め
く
が
、
貨
幣
資
本
家
が
予
想
収
益
と
利
子
率
と
を
規
定
要
因
と
し
て
諸
証
券
の
投
資
価
値
を
評
価
し
、
そ
の
投
資
を
決
定
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
所
有
と
資
本
機
能
の
外
的
な
分
離
H
利
子
生
み
資
本
の
範
時
が
確
立
し
て
、
第
一
に
、
単
な
る
所
有
そ
れ
自
体
と
し
て
は
何
ら
の
機
能
形
態
を
も
も
た
ず
に
単
に
収
益
に
対
〈
2
〉
す
る
請
求
権
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
商
品
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
左
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
が
る
に
、
当
面
問
題
と
な
に
対
す
る
報
酬
が
繰
り
か
え
し
規
則
的
に
与
え
ら
れ
、
第
二
に
、
つ
で
い
る
企
業
の
投
資
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
企
業
相
互
の
激
し
い
競
争
に
よ
っ
て
強
制
さ
－
れ
る
現
物
資
本
へ
の
投
資
で
あ
り
、
そ
と
で
は
、
新
投
資
が
既
存
の
設
備
や
他
の
生
産
要
素
と
相
侯
っ
て
、
前
貸
さ
れ
た
総
資
本
に
対
す
る
超
過
利
潤
あ
る
い
は
独
占
利
潤
を
増
大
せ
し
め
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
金
割
引
方
式
等
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
投
資
そ
の
も
の
の
予
想
収
益
と
利
子
と
の
比
較
に
よ
っ
て
一
定
の
資
金
を
企
業
内
投
資
に
ふ
り
む
け
る
か
、
そ
れ
と
も
企
業
外
投
資
に
ふ
り
む
け
る
か
を
決
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
か
り
に
、
新
投
資
そ
の
も
の
か
ら
え
ら
れ
る
予
想
収
益
が
利
子
よ
り
低
い
と
し
て
も
、
な
ぉ
、
企
業
が
競
争
に
耐
え
、
既
存
の
投
資
を
維
持
し
て
事
業
を
継
続
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
新
投
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
結
局
は
過
剰
投
資
に
陥
る
と
い
う
条
件
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
現
実
的
条
件
と
そ
の
矛
盾
を
認
識
し
て
、
こ
の
現
実
批
判
の
内
容
を
い
か
に
投
資
管
理
の
技
法
に
豊
富
に
も
り
こ
む
か
が
重
要
で
あ
る
に
か
か
わ
ず
、
い
わ
ば
貸
付
資
本
の
論
理
を
も
っ
て
投
資
決
定
の
基
準
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
の
方
式
の
も
つ
非
現
実
性
と
非
合
理
性
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
既
述
の
現
実
適
用
上
の
限
界
は
こ
れ
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
個
々
の
企
業
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
利
益
が
ど
こ
か
ら
え
ら
れ
よ
う
と
一
様
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
方
式
が
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
、
予
想
収
益
と
利
子
率
と
を
比
較
し
て
、
企
業
内
投
資
を
行
う
か
、
企
業
外
投
資
を
行
う
か
を
決
定
す
る
こ
聞
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
独
占
的
企
業
に
お
い
て
は
、
尾
大
な
留
保
利
益
や
減
価
償
却
基
金
が
恒
常
的
な
遊
休
設
備
の
存
在
下
で
投
資
の
対
象
を
求
め
る
結
果
、
利
子
率
を
基
準
に
し
て
、
設
備
投
資
を
行
う
か
、
そ
れ
と
も
、
他
企
業
の
証
券
や
国
債
を
購
入
す
る
か
、
自
己
株
式
の
売
買
や
社
債
の
早
期
償
還
等
を
行
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
現
代
株
式
会
社
の
有
す
る
金
融
的
性
格
と
証
券
市
場
に
お
け
る
評
価
を
媒
介
と
し
て
新
設
備
を
自
ら
新
設
す
る
か
既
存
の
企
業
を
買
収
す
る
か
を
決
定
す
る
場
合
ゃ
、
新
投
資
計
画
を
株
式
市
場
に
売
り
出
す
場
合
に
、
（
3
）
 
る
側
面
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
方
式
の
考
え
る
よ
う
な
評
価
に
よ
っ
て
投
資
が
刺
戟
さ
れ
、
方
向
づ
け
ら
れ
こ
の
よ
う
な
側
面
が
、
企
業
の
投
資
の
主
要
な
側
面
で
は
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
ま
た
も
し
資
本
予
算
の
基
本
問
題
九
資
本
予
算
の
基
本
問
題
。
か
り
に
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
か
か
る
側
面
の
も
つ
社
会
経
済
的
な
非
合
理
性
や
寄
生
性
に
対
す
る
探
い
反
省
な
く
し
て
は
、
企
業
の
投
資
管
理
を
導
く
真
の
合
理
的
な
方
式
た
り
う
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
却
っ
て
、
現
実
の
企
業
の
投
資
の
も
つ
矛
盾
を
拡
大
せ
し
め
る
方
向
に
機
能
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
（
1
）
現
金
割
引
方
式
が
、
る。
（
2
）
 
（
3）
 
別
名
、
投
資
家
的
方
法
（
E
4
2
g
g
自
己
吉
弘
〉
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
巧
ま
ず
し
て
と
の
こ
と
を
示
し
て
い
川
合
一
郎
『
株
式
価
格
形
成
の
論
理
』
四
七
！
四
八
頁
。
同
「
擬
制
資
本
」
『
講
座
信
用
理
論
体
系
』
第
一
部
、
第
四
章
参
照
o
Q
－
H
・ζ
・同
a
H
H
2・
S
・ロロ－
w
℃
・
同
町
三
・
塩
谷
訳
、
一
七
九
i
一
八
一
頁
。
現
金
割
引
率
方
式
等
の
立
論
の
基
礎
構
造
そ
の
も
の
の
分
折
に
よ
っ
て
、
そ
の
立
論
の
非
現
実
性
と
顛
倒
性
と
が
明
か
と
な
っ
以
上
、
た
。
し
か
し
、
そ
の
理
論
が
い
か
に
顛
倒
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
現
在
、
企
業
の
投
資
管
理
を
導
く
支
配
的
な
理
論
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
る
の
も
ま
た
現
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
も
ま
た
、
検
討
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
さ
き
に
も
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
方
式
は
、
新
投
資
の
稼
働
に
伴
う
長
期
の
収
入
と
支
出
と
の
精
密
な
予
測
の
う
え
に
立
つ
こ
と
を
必
要
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
企
業
の
投
資
管
理
に
対
し
て
意
味
を
も
つ
た
め
に
は
、
企
業
が
長
期
の
経
営
動
向
そ
或
る
程
度
予
測
し
う
る
条
件
を
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
よ
う
な
条
件
を
備
え
て
い
る
の
は
独
占
的
企
業
に
お
い
て
で
あ
り
、
し
か
し
て
そ
れ
が
独
占
的
企
業
の
投
資
管
理
の
技
法
と
し
て
の
み
意
味
を
も
つ
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
て
、
技
術
革
新
下
の
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
巨
額
の
資
本
投
下
を
強
制
さ
れ
、
過
剰
設
備
や
資
本
回
収
の
困
難
に
絶
え
ず
さ
ら
さ
れ
る
独
占
企
業
が
切
実
に
要
求
し
た
の
も
ま
た
、
精
密
な
予
側
に
も
と
づ
く
投
資
の
合
理
的
な
選
択
の
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
方
式
が
、
第
二
節
で
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
将
来
の
収
益
の
流
れ
を
一
定
の
割
引
率
で
現
在
価
値
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
投
資
に
伴
う
危
険
と
不
確
実
性
と
を
織
り
こ
む
と
こ
ろ
に
、
そ
の
合
湿
性
の
一
端
が
あ
る
ζ
と
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
独
占
的
企
業
の
か
か
る
要
求
に
そ
れ
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
予
想
収
益
の
現
在
価
値
へ
の
還
元
と
い
う
こ
と
の
意
味
す
る
も
の
は
こ
の
場
合
、
資
本
の
投
下
と
利
益
を
伴
っ
た
資
本
の
価
値
回
収
と
の
関
連
に
お
い
て
、
早
期
の
価
値
回
収
に
大
き
な
評
価
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
負
担
を
ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
技
術
革
新
下
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
利
潤
獲
得
と
で
き
る
だ
け
早
期
の
資
本
回
収
と
は
、
独
占
的
企
業
の
主
要
な
関
心
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
さ
ら
に
私
は
こ
れ
ら
の
方
式
の
も
つ
現
実
的
な
意
味
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
冒
頭
で
私
は
、
企
業
の
投
資
管
理
念
導
く
一
経
営
技
術
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
方
式
が
、
同
時
に
、
長
期
的
な
経
済
成
長
の
た
め
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
投
資
政
策
の
必
要
条
件
と
し
て
も
追
求
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
方
式
に
お
い
て
は
、
投
資
の
予
想
収
益
と
資
本
コ
ス
ト
H
利
子
率
と
を
規
定
要
因
と
し
て
個
別
企
業
の
投
資
が
決
定
さ
れ
る
と
き
に
、
企
業
の
立
場
か
ら
も
、
ま
た
、
社
会
経
済
の
立
場
か
ら
も
、
最
も
合
理
的
な
資
金
の
配
分
が
行
わ
れ
る
と
み
な
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
利
子
率
操
作
を
通
し
て
個
々
の
企
業
の
投
資
の
規
制
な
ら
び
に
調
整
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
が
、
充
分
に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
灼
〆
、
利
子
率
操
作
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
ま
で
個
別
企
業
の
投
資
を
規
制
し
う
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
方
式
に
お
い
て
追
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
ゆ
く
つ
く
と
こ
ろ
が
右
の
ご
と
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
帰
結
が
、
社
会
的
分
業
と
競
争
、
信
用
の
頂
点
に
位
置
す
る
独
占
的
企
業
中
心
の
資
金
の
配
分
と
調
整
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
、
明
か
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
個
別
企
業
の
投
資
管
理
が
予
想
収
益
と
利
子
率
を
規
定
要
因
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
の
企
業
の
投
資
が
予
想
収
益
の
大
き
さ
に
比
例
的
に
、
利
子
市
中
の
高
さ
に
逆
比
例
的
に
動
く
と
乙
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
経
済
的
に
は
全
く
同
一
の
成
果
を
も
た
ら
す
投
資
計
画
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
独
占
的
企
業
に
お
い
て
は
高
く
、
非
独
占
的
企
業
で
は
低
く
評
価
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
か
ら
で
資
本
予
算
の
基
本
問
題
資
本
予
算
の
基
本
問
題
こ
れ
ら
の
方
式
に
お
け
る
法
人
税
の
考
慮
を
不
可
欠
と
す
る
主
張
（
第
二
節
参
照
）
に
よ
っ
て
倍
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
木
来
、
投
資
価
値
測
定
に
関
し
て
は
法
人
税
考
慮
の
い
わ
れ
は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
も
）
そ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
、
さ
ら
に
、
れ
を
不
可
欠
の
も
の
と
す
る
真
意
が
、
い
わ
ゆ
る
加
速
度
減
価
償
却
の
適
用
を
受
け
う
る
投
資
計
画
に
高
い
投
資
価
値
を
与
え
る
と
い
う
（
5
）
 
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
加
速
度
償
却
に
上
っ
て
投
資
計
画
実
施
直
後
の
数
年
間
の
税
節
約
額
は
大
と
な
り
、
ぞ
れ
が
収
益
に
加
算
さ
れ
て
鵠
い
割
引
率
で
現
在
価
値
に
還
元
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
計
画
に
は
そ
れ
だ
け
高
い
投
資
価
値
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
加
速
度
償
却
を
行
い
う
る
の
は
、
巨
額
の
投
資
を
伴
う
革
新
的
設
備
を
計
画
し
、
巨
額
の
利
潤
を
あ
げ
う
る
独
占
企
業
に
一
般
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
個
別
企
業
の
貸
本
管
理
の
一
経
営
技
法
た
る
以
上
の
機
能
を
付
与
さ
れ
て
展
開
さ
れ
た
と
れ
ら
の
方
式
は
、
結
局
は
、
非
独
占
的
企
業
の
投
資
を
抑
圧
す
る
方
向
に
お
い
て
、
社
会
的
な
投
資
の
規
制
と
調
整
と
を
行
う
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
〈
4
〉
個
別
企
業
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
所
得
税
も
き
た
賞
用
と
観
ぜ
ら
れ
る
か
ら
、
と
れ
ら
の
方
式
に
み
ら
れ
る
主
張
は
、
何
ら
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
上
う
に
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
予
想
収
議
に
所
得
稔
を
考
庶
す
べ
し
亡
す
る
主
張
の
具
体
的
内
容
は
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
の
資
木
構
成
如
何
に
上
る
税
負
担
額
の
相
還
と
減
価
償
却
法
如
何
に
上
る
悦
負
担
額
の
ね
遣
を
重
視
す
る
乙
と
で
ゐ
る
が
、
そ
も
ぞ
も
所
得
税
は
企
業
全
体
の
利
益
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
資
本
調
達
源
泉
に
関
す
る
税
法
上
の
差
異
は
、
資
本
調
達
方
法
に
対
す
る
規
定
要
因
と
し
て
働
く
に
し
て
も
、
当
面
の
投
資
価
値
評
価
の
規
定
要
因
と
し
て
働
く
も
の
で
ほ
な
い
で
あ
ろ
う
3
（
5
）
し
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以
上
の
考
察
の
結
果
、
一
見
非
現
実
的
に
み
え
る
現
金
割
引
方
式
等
の
立
論
の
基
礎
構
造
そ
の
も
の
も
、
こ
れ
を
現
実
の
具
体
的
な
間
患
に
眠
ら
し
て
み
る
と
、
す
ぐ
れ
て
現
実
的
な
意
味
を
も
っ
一
一
国
立
有
す
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
方
式
は
、
独
占
的
企
業
に
と
っ
て
は
じ
め
て
可
能
な
か
っ
「
合
理
的
」
な
投
資
選
択
の
方
式
な
の
で
あ
る
。
蛇
足
で
は
あ
ろ
う
が
、
個
別
企
業
の
投
資
管
理
の
一
技
法
が
、
同
時
に
、
利
子
率
操
作
に
よ
る
社
会
的
な
投
資
の
規
制
と
調
整
に
通
子
る
機
能
を
担
い
、
結
局
は
、
非
独
占
的
企
業
の
投
資
抑
制
を
通
し
て
、
独
占
的
企
業
の
切
実
に
要
求
す
る
過
剰
投
資
の
危
険
回
避
の
方
向
に
機
能
す
る
と
い
う
展
望
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
前
段
で
解
明
し
た
ご
と
く
、
こ
れ
ら
の
方
式
は
企
業
の
行
う
現
物
資
本
へ
の
投
資
と
貨
幣
資
本
家
の
行
う
擬
制
資
本
へ
の
旧
日
資
と
を
等
置
し
て
、
そ
の
立
論
の
基
礎
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
投
資
の
も
つ
資
本
の
技
術
的
組
成
の
側
面
を
み
す
ご
し
、
企
業
の
投
資
が
社
会
的
再
生
産
の
基
礎
過
程
に
対
し
て
も
つ
関
連
、
換
言
す
れ
ば
、
私
的
所
有
に
も
と
づ
く
企
業
の
私
的
な
か
っ
無
政
府
的
な
性
質
（
価
値
的
側
面
）
と
社
会
的
再
生
産
の
基
礎
過
程
の
要
求
す
る
社
会
性
と
計
画
性
（
償
問
川
値
的
側
面
）
L
」
の
矛
盾
を
問
い
正
す
と
と
な
く
、
現
状
肯
定
と
予
定
調
和
の
観
念
の
う
え
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
に
、
多
く
の
問
題
が
鼓
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
そ
れ
ら
が
、
慣
行
的
な
資
本
回
収
期
間
方
式
や
平
均
収
益
率
方
式
に
対
す
る
批
刊
の
う
え
に
展
開
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
慣
行
的
な
諸
方
式
に
反
映
さ
れ
て
い
る
企
業
の
投
資
の
も
つ
現
実
的
関
連
と
矛
腐
と
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
、
投
資
計
画
の
評
価
と
選
択
に
関
す
る
単
な
る
技
術
的
関
連
の
批
判
に
の
み
終
っ
て
い
る
と
乙
ろ
に
、
真
の
批
判
た
り
え
な
い
側
面
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
ゐ
り
、
ぞ
L
て
ま
た
、
ぞ
れ
が
窮
極
的
に
意
図
し
た
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
投
資
政
策
」
や
「
社
会
的
な
資
金
の
合
理
的
配
分
」
の
た
め
の
真
の
投
資
管
理
の
技
術
と
も
な
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
却
っ
て
、
既
に
検
討
ず
み
の
よ
う
に
、
大
企
業
へ
の
資
本
の
集
中
と
不
均
等
的
な
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
企
業
の
投
資
の
も
つ
矛
盾
を
一
層
拡
大
せ
し
ゐ
る
方
向
に
成
能
す
る
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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資
本
予
算
の
基
本
問
題
